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予想外の結末（ヨハネ8:1-11）
　皆さんがどれほど幸いな存在なのか、礼拝のたびに、また日々、悟っていただきたいと願います。姦淫の現場で捕まえられ、イエス様の前にある女性が連れて来られました。モーセの律法によりますと、そのような場合、石打ちにして殺すようにとあります。それが正義だと教えられてきました。ですから、群数は彼女を取り囲み、石を取り上げて彼女に投げようとしていました。それに何の迷いも躊躇も疑いなどもありません。そして、彼女自身も「これは仕方がない。死ぬしかない」と思い、震えていたでしょう。それ以上の、またそれ以外のなにごとも考えられない状況です。逃げ口はどこにもありません。彼女の場合、自分も周りの人間もだれでも「これはこれ以外にはしょうがないのだ」と思う状況です。まったく、ある意味、四面楚歌、身動きが取れない、逃げ口などは絶対に見当たらない状況でした。皆がそのように当たり前に思っていました。そして、そのような状況なので、それをイエス様の前に持ち込んだのです。「イエス様もこのことの前では、今まで偉いことをいろいろ言っていたけれどもしょうがないでしょう。あなたも石を投げるしかないのでは。どうするの。もし愛、愛と言いながら石を投げることを拒否すれば、あなたは神の律法を破ることになるよ。どうしようもないではないか」。そのように勢いを持ってイエス様のところに連れてきました。聖書にはイエス様を試して、イエス様を告発する口実を得るために、イエス様を罠に引き落とすためにそのようにしたと言われています。彼らがそのように固く信じるほど、これはどうしようもない状況に間違いありません。しかし、皆さん、今日読んだように、ご存知のように結果はどうなったのでしょうか。彼らが予想していたその結果だったでしょうか。それ以外には、世の中に他になにか存在しませんと皆が当たり前に思っていたそのとおりになったでしょうか。しかし、聖書にはこのように記されています。彼らの予想をすべてひっくり返した。予想だにしていない。今まではありえない結末を向かえるようになりましたというのが、聖書が私たちに紹介したい内容です。皆さんが知っているから「ああ、罪人の女性が赦されたのだね」と軽く、簡単に考えてはいけません。これは宇宙の、地球の、すべての人、すべての理論、考え、教訓などでは考えられない、予想をはるかに外れて知った、全部ひっくり返してしまった結末だったということです。それがイエス様のお赦しというものです。私たちはつい人の罪の問題に対して「これはこういうことしかない。こうなるしかない」と断定してしまいます。だいたい、まず罪を犯してしまった、悪いことをしでかしてしまった本人自ら、その罪の問題を背負って抱えるようになります。そうするしかないと思うのでしょう。それが世の中のルールであり、多くの人が走るどうしようもない、決まっているレールのようなものです。それで罪に対して本人自ら、罪責感を持つようになります。罪の呵責とも言ったりしますが、それ以外には他に方法がないと思うのです。それが悪いか良いかは別にして、それが本人ができる精一杯のことだと皆、思うのです。

そこで、世の中では罪に対して自らいろいろな言葉が飛び交うようになります。そこで一番多く使われているのが「つぐない」という言葉です。つぐないというのは形がどうであれ、本人が罪の問題を背負って抱えているという裏返しではないでしょうか。それをどうにかしようとテレビなど、あるいはいろいろな物語を聞いてみると、そのつぐないに対してのお話がたくさんあります。それが罪ある人間として精一杯の誠意であり、行動であるという理解です。ある人が戦場に出でていき、自分が自分の味方を殺したわけでもない。ただ、その戦場で皆殺し合い、殺されるような状況の中で隣にいた戦友が打たれて死んで生きました。それを目の当たりにしました。そのように、ほとんどの人が死んでいく中で自分一人助かった場合、「自分はそこで本当は一緒に死ぬべきなのに助かった。よかった」と思うよりは、なにか生き残ってはいけない者が生き残ったかのような罪責感というものを感じ、それで一生、その戦友のことを思いつつ、私が平安で幸せに暮らすことは悪いことだと思って、どこかの線路の下で靴磨きの仕事をします。それはお金がないからではなく、一生続けます。靴磨きの仕事が悪いという意味ではありません。職業に貴賤があるわけではありません。ただ、その人にとってはそれがつぐないなのです。そのようにして罪の問題に取り組んで行くというのが、精一杯です。それで心の重荷は少しは軽くなるかもしれませんが、本質的に罪というものから解放されることはありません。このような話は数えきれないくらい、たくさんあるでしょう。クリスチャンの中にも家庭のいろいろな事情によって、小さい頃から子どもと別れることになり、子どもを育てるべき親が育てることができないまま、育児放棄のような状態になり成人するようになった。すると、その子供に対してしっかり育てる義務を果たすことができなかったことに対しての罪責感を一生抱えていきます。子どもたちが立派に成長し、「もうお母さん。お父さん。これで大丈夫ですよ」と言っても、本人はそれをずっと心に抱えて生きていきます。たぶん、なにが基準なのか分かりませんが、そのような気持ちをずっと持ち続けることが良い人間だという認識があるかもしれません。とにかく、そのようなことで一生、気にかけていきます。もちろん、そのために子どもに対していろいろなことができるということはよいことだと思います。常識だと思います。ただ、やるかやらないかは別にして、その動機がつぐないの思いで一生それを抱えていくのです。そう言った内容などがたくさんあります。これが罪に対して本人自らの態度、スタンスになっています。それで世の中ではこのような罪に対してよく使われている言葉が「罪滅ぼし」などという言葉なのです。あるいは罰が当たるのではないかということで、いつも不安を抱え震えて生きていく人もいます。たぶん、今日の聖書に出ている女性、罪を犯してしまった主人公である女性ももうあきらめていたかもしれませんが、罰ということで震えていたと思います。しかし、それ以上にどうにもならないという、ある意味では宿命的な考え方に捕らわれていたに違いありません。これが罪に対しての人々のスタンスであり、特にその罪を犯してしまった、それに関わっていた本人の姿、態度と理解しています。

それから、その本人以外の周りの人はどうでしょうか。そのような罪を実際に犯していない場合に、周りはどうなのかというと、聖書に書いてあるとおり、法、ルール、法律によって裁いて罪に定めるようにします。それがごく自然で当たり前で、それ以外にはどうしようもない、方法がないと皆、思っているのではないでしょうか。彼らの態度を見ていてもそれが見て取れると思います。なぜかというと、モーセの律法、私たちが教わって今、私たちに通用している様々なルールや法律、法というものがありますが、それが絶対的なものという認識があるからです。気持ちがどうであれ、法に違反してそれを破ってしまったことなので、それに従って裁かれるというのはしょうがないのではないかと。特に法によって裁いたり、その結果に従うということは、罪を行いによって評価することです。姦淫の罪を犯してしまった。それも噂を聞いたのではなく。現場で現行犯として逮捕されました。そうなったときに同じく姦淫の罪を犯していない人々の場合はルールにのっとって、その女性はルールを破って罪を犯した人間、だから悪い者。私たちはそれに抵触していないので、私たちは大丈夫。大丈夫というのは大丈夫に留まらないで、彼女を悪いと決めつけて裁いてしまう側に立つということになり、当たり前に自然に、ときには正義感を持って石を握るようになるということです。実際に石を握って投げたのかどうかは別にして、そうならざるおえないわけです。それが罪に対しての皆の理解であり、皆のスタンスというものです。程度の違いはいろいろあるかもしれませんが、「これしかないのだ」と、刑の大きい、小さいという違いはあるかもしれませんが、罪を犯したものに対して行いを基準にして評価し、罪に定め、裁きを下すということが正義であるとなります。それが今日の聖書には石を取り上げて石を投げるという形で現れていました。先ほども申し上げましたように、このようなことは心の内側がどのような思いなのかは別にして、表面的にはどうにもならない宿命的なことと理解しています。どうしようもないと。それで、人が殺され傷ついて、結果が良いか悪いかいろいろあるでしょうが関係なく、そうするしかないと固まっているものだし、決まっています。これが罪を犯した本人を取り囲んでいる周りの反応でありスタンスです。それで彼らはそのような固い、動かない認識の理解を持っていたので、「これはイエス様であってもどうしようもないでしょう」と思っています。そう思うほど、それは動かない事実で、変えられない決まりなのだという認識だったに違いありません。そのような思い、勢いでイエス様の方に連れて来て「イエス様。あなたはどうしますか」と心からあざ笑いながら聞きました。イエス様もそうすることもできないでしょうというような確信をもって、この問題をイエス様の前に持ってきたのです。皆、そのように期待していました。だから、イエス様が「しょうがないから、これはどうにもならないから仕方がないのではないですか」とおっしゃった場合は、「今まで「赦す。赦す」と社会的に罪人と言われていた人々と仲良くし食事をしたりしていたのは、全部あれは偽りででたらめではないか」と言われるし、今までどおりに「勘弁してよ」となると「あなたは神様の法律を破る者なのか。あなたは救い主でも、救世主でもなんもないのだよ。いんちきじゃないのか」ということで訴えようとするつもりなのです。それしか他はないと固く信じているのです。これが罪に対し、また罪を犯した人間に対しての人の理解の限界であり、精一杯なのです。それ以上はありません。今も世界中の民族、どのレベルの世界に入ったとしても、細かくは違うでしょうが大きくこれ以上、これを超えることはできません。これがこの世と言うところです。そこで、イエス様が彼らの訴え、またその勢いの前でなにもおっしゃらないで身をかがめて地面になのかを書いていらっしゃいました。すると、彼らは「よし。私たちの思ったとおりだ。予想通りではないか」と自信をつけてより迫ってきました。「おい、早く返事しなさい。もう困っているでしょう。あなたは救い主だとか偉そうに言っていても全部、でたらめではないのか。もうこれで勘弁しなさいよ。これであなたもおしまいだ」と言うつもりで「おい。おい」と言っていました。イエス様が黙って地面になにかを書いていらっしゃったのがそういうことだと勘違いしていたのです。それでイエス様は身を起こして彼らに一言おっしゃいました。「あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい」と。それからまた、身をかがめて地面に何かを書いていらっしゃいました。その書いた内容は聖書に紹介されていないのでよくわかりません。でも、私はだいたいこんな内容だったのかなと予想はつきますが。
すると、不思議なことに今まで殺そうとして正義感を持って「神の法律に基づいて」と力強く石を投げようとし、またイエス様をコーナーに追い込んでいた群衆が年長者から一人、一人出て行きました。なぜ年長者からだったでしょうか。どうしても人生を長く生きますと波乱万丈、いろいろなことが子どもよりはたくさんあるのです。それで石をその場において、一人ずつ全員その場を去って行きました。冒頭で申し上げましたが、このようなことは今まではありえないことでした。まったく予想だにしていなかった展開になりました。だれも石をそのまま置いて、今までの勢いを全部引っ込めて逃げるかのように去っていくと言うことはだれも予想していません。神の法律なのですから。それなのに、そのようなことが起きました。そのことに注目してください。これは不思議なことです。世界で不思議ないろいろなことがあり、そこにレポーターが行っていろいろなことを話したりします。それは不思議ではありません。これこそが不思議です。罪責感を抱え、つぐないの思いで、苦しい思いをしながら一生、生きていくか、その形がタフに現れる場合も、あるいは苦しむ場合といろいろな形がありますが、結果は同じです。あるいは石を取り上げて裁いて罪に定めるか以外にはないと思っていたのに、不思議にそのすべてが全部否定され崩れるようなことが起こったのです。皆、去っていくようになりました。なぜでしょうか。彼らは神の法律も常識も分かっていたし、すべて正しい内容です。確かにその女性は石打ちにされ殺されるような罪を犯したに間違いありません。それをなんとか擁護するようなつもりはまったくありません。しかし、彼らはひとつ罪に対して見落としていたことがあります。強いて申し上げれば人間に対してでしょう。罪の本質が分かっていないまま、罪のうわべだけ、行いだけを見て判断すると、先ほど申し上げましたようなところまでしか行くことができません。たぶん、イエス様が身をかがめて地面に何かを書いたというのは、その罪の本質のことを書かれていたのではないかなと私はそう思います。人がどのような罪を犯し、それで法律によって逃げ口などはまったく見当たないような、それで滅びるしかない宿命として受け入れるしかない状態のものであっても、それよりもっとひどい罪があるとしましょう。そのような罪だとしても罪の本質が分かっていないまま見ると限界があります。お互いに傷つけあって、お互いに殺し合う結果になるしかありません。しかし、罪の本質が何かわかったときには今までの予想を全部ひっくり返す結末を迎えるようになります。それを難しい言葉で言いますと、今までかたくなになっていたパラダイムが全部壊れて、新しいパラダイムの中に入るようになるということです。幸いなことに、彼らは訴えるためにイエス様の前に連れてきましたが、イエス様の前に連れてきたというのは幸いなのです。イエス様の前に来たときに、皆は「イエス様でもどうにもならないでしょう」と思っていて、彼らの今までの固いパラダイムの中に捕らわれていたのですが、イエス様の前にその罪の問題を持ってきたときには新しい世界が始まります。今までのパラダイムは全部壊れて、新しいパラダイムが展開されるようになるというのが、今日の聖書の証言です。なぜかというと、罪の本質が何かわかったときにそうなります。聖書にはこう書いてあります。皆さん、ご存知でしょうが軽く飛ばしてはいけません。ローマの手紙３章２３節には「すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない」。なんと聖書には書かれているのでしょうか。すべての人は。現場で姦淫の罪を犯して当たり前に石打ちにされるべき女性、プラス、その女性に石を握って投げようとしていた群衆を含めて全員です。行いによって評価すると、行いによっていろいろな評価があるかもしれません。でも、聖書は行いによって評価しているわけではありません。罪の本質を見ると皆が神の前で石打ちにされて殺されるしかない罪人です。だれが石を取り上げて、だれを石打しにして、石を投げることができるのでしょうか。でも、私たちは罪の本質が分かっていないので、世の中では絶対に罪の本質などは理解できません。ですから、精一杯でこれしかありません。そのパラダイムは壊れません。イエスの前にそれを持ってきたとき、新しいパラダイムが作られ、新しい世界が展開されるようになります。すべての人に。聖書のエペソ２章１節には「すべての人が自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって」とあります。３節には「生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる」と言われています。行いの前の話です。それでローマの手紙３章１０節には「義人はいない。ひとりもいない」とあります。たぶん、このような内容をイエス様は地面に書いていらっしゃったのではないかと、私は勝手のそのように想像しています。この罪の本質に真正面からぶつかったときに、その前に石を握ってだれかを裁いて、「私はその行いをしていないから、同じ罪を犯していないし、私は安全に飛び越えた」からといって、石を握ることができるというものはだれもいないのです。それゆえ、この本質の前で石を皆下し、皆がひとりずつ去って行き、全員消えました。これが今まで世の中にはない、裁判所ども学校でも家庭内でもすごい愛情たっぷりの人間関係の中でも存在しない新しいパラダイムです。行いの面においてこちらなのか、あちらなのかなどが問われないまま、全部が消え去っていて、最後に罪を犯した本人、罪人とイエス様だけがそこに残ったと聖書は証言しています。これが新しい罪の問題を取り扱う、新しいパラダイムです。今まで罪に対してああだ、こうだと言うようになったそれが必要でよいか悪いかは関係なく、そういったすべてが全部、取り去られてイエス様と罪人本人だけが残る、このような新しい世界、新しいパラダイムを作らないといけません。そこに神様は罪人を、罪の問題を持ち込んで行かれる方です。そこでこのようなことが起こるようになりました。イエス様が彼女に聞きました。「今まであなたに石を投げようとしていた人々はどこにいるのか」。彼女は頭を上げて見るとだれもいません。それで、「だれもいません」。「そうか。私もあなたを罪に定めません」。別の言葉で言いますと、「あなたは石打ちにされて当然の罪を犯したに間違いありません。しかし、私はあなたを赦します。あなたの罪は赦されました。あなたは罪と罪から来る報酬、その罪から来る裁きと滅びの呪いから完全に自由です。解放される」と宣言されました。これは宇宙に存在しません。どこの裁判所に行ってもありません。これはこの世の中に２４時間があるとすれば、２５時の世界の新しいパラダイムです。イエス様による真の赦しと解放の宣言がなされるようになります。だれがこのことを予想していたでしょうか。だれも予想していません。予想することができません。しかし、このような結末になりました。ですから、イエス様の真の赦しというものは宇宙の、地球のどんな人間も予想することができない、今までのすべてのパラダイムを全部壊して新しく作っていく、新しいパラダイムであり、新しい世界です。イエス様の真赦しと解放の宣言です。
それから、イエス様は彼女に言います。「これから決して罪を犯してはなりません」。これはまた罪を犯すとそのときは赦さないという意味ではありません。「あなたは罪に捕らわれて生きる理由はありません。完全に自由です。だから、これからは今までのような人生ではなく、なにものにも引きずられないで、たとえ記憶に残っていたとしてもそれに振り回されないで、まったく清められ新しくなったので新しい人生を、希望にあふれる人生を、罪に捕らわれアップアップする人生ではなく、罪人を助ける新しい人生をこれから生きていきなさいよ」と言う祝福です。イエス様の前で真の赦しと解放の宣言とともに完全に新しい人生がスタートするようになりました。今までのどうにもならない過去とは完璧にさようならであり、決別する瞬間です。これをふさわしい表現かどうかわかりませんが、世の中のすべての人が予想していたことを裏切る、全部ひっくり返すどんでん返しです。イエス様の前に持っていきますと、今までのパラダイムが壊れてどんでん返しの結末を迎えるようになります。だれもここで赦され、この女性が新しい人生を始められるということは、政治家も教育学者も経済家もお医者さんもだれも予想していない、予想することができない展開です。イエス様の前に連れて来られたときのみ可能な新しい世界です。どんでん返しです。世の中にはない法律です。世の中にはありえないことです。テレビの話をたくさんして申し訳ないですが、タイトルが「ありえへん世界」という番組がありますが、世の中に全部あり得るからあるものなのです。これこそ、罪を犯したのに石打ちにされ殺されても当然なのに、それが正義だと思われていたことに赦しが宣言され、しかも完璧に清められ本人もそれを意識することができていないのに、とにかく完璧に清められ新しい人生が宣言されるということはありえないということです。それがイエス様の前に行ったときに、そこで待っていることです。ある人はこのように聞くかもしれません。「でも、なんでも赦しますよ。もういいよと言えばいいのですか。じゃ言いましょうか」と。だれもかもが「いいよ。赦しますよ。大丈夫だよ」というからそうなるわけではありません。イエス様だけです。イエス様からは真の赦しが宣言されます。なぜかというと、イエス様だけがキリストだからです。人々にはどうにもならない罪の問題を解決するためにキリストが必要です。神から離れてしまったのでキリストが必要なのです。その結果、罪を口実にサタンがその人の人生をぐじゃぐじゃにするようになりますので、それに打ち勝って勝利できるキリストが必要です。そのキリストがイエス様です。イエス様がキリストだからこそ、イエス様にはありえない、世の中には絶対にないどんでん返しがそこに起こるようになるのです。ぜひ覚えていてください。イエスはキリストだから。今まであったすべてのルール、すべての声、全部、消さないといけません。それで現場で姦淫の罪を犯して今にでも石打ちにされ殺されても当然な女性がどんでん返しで、すべてが赦されまったく新しい人生を始められるようになりました。それもわずかな時間、１０分もかかったでしょうか。実際にはその瞬間でした。人生はそこにこそ希望があります。

このメッセージを心に覚えて、それならば皆さんはイエス様を信じているクリスチャンです。それなのにこの祝福が中々、皆さんひとりひとりに浸透していません。それで、イエス様以前にあった、教わってきた皆さんの頭の中に染み込んでいるすべての法、理論、基準、ルールなどを全部下しましょう。ひとりひとりが石を下ろしたように。それを握って持っている限りは、皆さんがせっかく神様に恵まれ祝福された存在なのに、人との間で神様が用意していらっしゃる祝福を味わうことができません。先週も少し触れました。いろいろな事情があったでしょうが、万引きをする人と親の言うことをよく聞いて学校に真面目に行って勉強する子とどっちが善良な人で、どっちが悪い人間でしょうか。答えは明らかでしょう。今は万引きのためにＧメンを雇っているような時代です。万引きをする人を擁護するようなつもりはこれっぽっちもありません。間違いなく悪いことです。だからといって、万引きをする人が悪いという判断の中に、まじめに勉強をしてそれをやっていないからというのがあれば、それが基準ですよね。そうなると、行動がどうであれこっちの人は万引きに対して石を握ります。物を盗むということは確かに悪いことです。人に危害を加えたりするようなことになりますので。でも、物を盗むことなど一切考えずに、まじめに、まじめに仕事をして家族を養う人と、どちらが善良な人でどちらが悪い人間でしょうか。私たちは今、群衆のように当たり前にこれっぽっちも迷わずに物を盗む人が悪いでしょうと思います。その瞬間、皆さんの手には石を握るようになります。なにを基準にしてそう思うのでしょうか。皆さんの心の中にすぐさま浸透していくかどうかは分かりませんが、皆さんはクリスチャンです。よく考えないといけません。イエス様がキリストだと本当に信じていらっしゃるでしょうか。罪の本質が何かご存知でしょうか。それが分かっていないとイエス様をキリストとして信じる理由がないでしょう。キリスト自体が別にいらないわけです。どちらが悪いのでしょうか。世の中の基準やいろいろな法律などではいろいろな評価があるかもしれません。でも、神様がご覧になったときはどうなのでしょうか。どちらでも皆、石打ちにされて当然な者なのです。違いますか。でも、私たちは心の底からそれを認めようとしていません。なぜかというと罪の本質がまだ分かっていないからです。イエス様を信じたにもかかわらず、それ以前に教わって入ってきたものが正義であり絶対的なものかのように、皆さんの中に残っているからです。それでは私たちは自分が引っかかったときには自分が怯え、自分が同じ行いに引っかかっていない場合は石を握るしかありません。それが限界です。形、表現がどのように現れるかは別にしてそれが限界です。子どもを叱るときにも同じではないでしょうか。同じクリスチャン同志を見るときにも、あるいはクリスチャンでなくても、周りの人々を見るときにも同じではないでしょうか。聖書を見ると最初から最後までそのような見方は赦していません。皆、同じではないでしょうか。そのように思うということは、知らず知らず、イエス様以前に入っていたなにかのルールや基準があるからです。それを全部下さないといけません。それを当てにしないように覚悟しないといけません。それは自分自身も苦しめ、周りの人も傷つけるようなことになってしまいます。全部、下しましょう。それが社会的に、また社会を維持するために必要なルール、基準でもあります。それを無視するわけではありません。でも、それが絶対的な基準ではありません。全部下しましょう。下して、自分自身とイエス様だけ、本当に汚い、みじめな人間である自分とイエス様だけが残るようにしましょう。イエス様以外にはなにも気にしないような状況を作って、その中に皆さんが入らないといけません。それで、そこからすべてを新しく始めるように、改めるようにしていただきたいと思います。ぜひ、そのような吟味する時間を持っていただきたいと思います。他に皆さんにいろいろ聞こえてくる、また声をかけてくるようなことはすべて無視してください。イエス様だけ。イエス様とその女の人しかそこにはいませんでした。このような状況を作ることが罪に対しての答えであり、新しい人生への祝福の入り口です。それには今までにあったルールが邪魔なのです。正しいかどうかは別にして全部、下してください。それは今日のメッセージで申し上げますと、罪の本質、霊的なことはまったく関係なくできてしまった理論、ルールです。それはお互いを殺し合うことにしかなりません。皆さんとイエス様だけを残すような状況で、イエス様しか見ないようにするときを持ちましょう。そうすると、そこに皆さんがどのような過去、過ちを持っているのか、どんな罪を犯してきたのか、どのような汚れた過去だったのか、心に引っかかる様々ないろいろなことがあったにしても、また周りにそのような人々がいるにしても、一切関係なく、イエス様の声だけが聞こえてきます。「私があなたを赦す」と。もっと正確に申し上げると、「その罪のために、その石打ちにされて滅びるしかない罪のために、それを私が背負って代わりに私が罰せられ血を流したのです。だから、私はあなたを赦すよ」と。他のルールに支配されていた過去と完全に決別を宣言しないといけません。
それから、イエス様のゆえにイエス・キリストを受け入れたことによって十分に新しく作られた方であり、十分に清められた聖なる存在であり、「あなたは神の聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか」と言われることに対して、少しも迷わずに「アーメン」と言える存在であることに対して確信を持つようにしてください。イエス様によって。他のなにかに振り回されないように。イエス様と皆さんと１対１で、そこにしか新しい人生、過去とさようならして新しい祝福の清い希望にあふれる人生のスタートはありません。そこしかありません。確信を持ってください。先週も申し上げましたように、皆さんに対して暗い言葉、否定的な言葉、また絶望的な言葉などは一切全部消してください。イエス様によって宣言されました。「あなたは新しく作られたのだよ。あなたは新しい被造物です。あなたは神の子どもです」と。現場で姦淫の罪を犯して、まだその罪の感覚もそのまま残っている状態でしょう。それにもかかわらず、彼女は行いと関係なくまったく新しくなりました。誤解しないでください。イエス様が十字架にかけられたときに、隣にひとりの強盗も一緒にかけられました。二人だったでしょう。ひとりはイエス様に向かって「あなたはキリストです」と。彼は今まで一生、犯罪者として生きてきてそれをつぐなう機会もないまま、今まもなく殺されるところです。イエス様がおっしゃいました。「今日、私とともにパラダイスにいます」と。パラダイスはだれもかれもが行くところではありません。世の中では気持ちの問題でだれかが死ぬと「天国へ行ったでしょう。天国でお会いしましょう」とか言いますが、パラダイスは罪赦されて清められた者、まったく過去と切り離され新しく作られたものだけが行くところです。その強盗はそのように宣言されました。行いではありません。だれが悪いのでしょうか。だれがよいのでしょうか。本当にイエス様の前で赦されているのか。イエス様を信じるか信じないかによって神様は評価するだけであって、行いが神の評価の基準ではありません。これは行いがだめな人間を擁護したり、これから行いなどは気にしなくてもよいというチャラな話ではありません。でも、この部分ははっきりしないといけません。それでまず皆さんの行いや過去から自由にならないといけません。なぜ自分自身を責めるのでしょうか。なぜ自分の過ち、過去をずっと引きずってそれに取られているのでしょうか。罪の本質が分かっていないかではないでしょうか。なにが基準でそのような判断、評価をするのでしょうか。その基準になるものは一体、何でしょうか。それがイエス様でしょうか。違いますよね。だから、イエス様だけを残して、すべての基準を壊すようにしましょう。新しいパラダイムの中に入らないといけません。イエス様と皆さんだけを残してください。真の赦しと真の祝福の解放の宣言があるところ。私はあなたとともにいる。それも足りないので神様は不安にならないように、もう二度と取り消されることがないように、私があなたの中に入ってあなたと永遠に一緒にいるよとイエス様の赦しとともにそのような祝福が与えられるようになるのです。神殿であることが分かっていないのか。それに確信をもってください。なにかに後ろめたさ、後ろ髪を引っぱられるような、足が引っかかるようなことにならないように。それは皆さんが何か悪いことをしたからではなく、イエス以外のなにかのルールや基準を持っているからそうなるのです。なにも当てにしないように。人はこうすべきだ、親孝行すべきだというルールがあれば、親孝行に見える人は良い人、そうでない人は悪い人間と考えるなら、その瞬間、石を握るのです。なにも解決になりません。親孝行しない者を擁護するつもりはありません。けれども、そこは私たちが立つべきところではありません。そのパラダイムを全部壊すようにしましょう。イエス様だけ。キリストなるイエス様だけです。イエス様の前では日本人、韓国人、ユダヤ人、黒人、白人いません。そこにすべてを下ろされて真の赦しの宣言があるのみです。ぜひ、そこから新しくスタートするようにしましょう。
そうすると、その確信を持つ人はこれから祈りが変わるでしょう。これからは新しい人生です。確信を持って、自信を持って、自分自身に捕らわれないで、「神様。これから残りの生涯はこの素晴らしい赦しの福音を持って、引っかかっている多くの人を助けるものにしてください」と祈りましょう。そして、そのために確信を持って堂々と求めてください。「聖霊充満の祝福を与えてください」と。そう言える資格のある方です。皆さんはそういう方です。なぜでしょうか。イエス様が赦されると宣言されたからです。ただ思いきり、疑わないでこの祝福を、つまり、希望の祈りに預かることができないのは私たちが実はイエス様以前の様々なパラダイムをそのまま残しているからです。それを壊しましょう。何の役にも立たないです。壊しましょう。人がどんな存在なのか、地球がどんなところなのか、本当に分かっていればそれは当てになりません。イエス以外にはありません。イエスの前に立つように。ただイエスの前に立とうとするときに、以前のパラダイムが皆さんを混乱させます。それを全部下すように。そのたびに、罪の本質のことを考えてみてください。イエスしか残りません。キリストなるイエスしか残りません。それで皆さんひとりひとりが残りの生涯、いまだ罪責感と裁きが飛び交う罪の重荷に押されて、様々な問題を抱えているこの世の中で、光として輝く人生を十分に歩けるようになります。皆さん以外にはありません。皆さん、自分自身のことを先に確認するようにしましょう。


（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちは行いによって、ついつい、イエス様ではないルールをとおして自分自身も周りも評価したり、神様の大きな祝福を逃してしまう場合が多くあります。どうか神様。すべての過去のパラダイムを壊して、イエス様と自分だけを残し、そこにある真の赦しの宣言と新しい祝福の人生を思いきり疑わずに味わうことができる信仰に立たせてください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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